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平成21年度補正予算  女性特有のがん検診に対する支援（216億円）  

厚生労⇔省   

・交付要綱、実施要綱の通知及び検診手帳、検診無料クーーボン、受診案  
内の雛形を都道府県を通じて発出  
・がん関係主管担当者会議等を通じて手業の説明及び協力倭輯  
・市区町村の申請によりがん検診対象者に応じた額を交付決定  

県域を越えた職場の市区町村  

○乳がん40蔵、45i、50鎗、  
55歳、60鐘の女性  

0子宮鶉がん20濃、25麓、30歳、  
伍）管内のがん検診対t者台樽を整備  

②管内の対た者の受診串を50％とした人数lこ一   

定単価を掛けた金執及び管内の対1者に応じ   

た検診手性、検診ホ粕クーポン、受診勧奨通   

知の費用及び人件t等の地方事梓書を群遭   

府県を通じて国に申講  
（罫検診手嶋、検診k料クーポン、受診茶内を作   

成の上、管内の対■者のt人宅に送付。  

④年度内に兼愛診看の棲鯵兼用をホ道府県に   
報告。  

⑤事業完了後に乗積報告暮を提出。  

一機診■科クーポン  
・身分i正明暮雫持蓼  

■料クーポン灘の枚数  
による書用の計澤′  

利便性：土日・夜蘭の受さ対応を強化  
マンモグラフィ検診暮の活用  

（子宮壬がん検診、乳がん榛診の  

交付申請  

0検診手帳、クナボン券の作成、僧  

0検診機綱との調♯  

交付決定  

0クーポン券を元に檎鯵機れに対する検診暮用  
○厚生労働省に対する精勤金申請、実績  

（受診者の利便性の確保）  
（！）休日、夜慨における検診の実施やマンモグラフィ検  

②近隣の市区町村及び県域を越えた市区町村との連携謝ヒ  

ク
ー
ポ
ン
券
 
 

検
診
手
帳
 
 

0検診対象者  
0子宮頸がん検診、乳がん検診の夷施  

検診受診  

★用を闊求  
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がん検診受診率向上にかかる組織体制  

外部委託   厚生労働省  
がん細摘出虚   
○漉 ■  

本 部 よ：す生労■大臣  
本＊轟代理：す生労仰天臣  

醐大帥務T  

がん檎鯵貴鯵促遭企嘉遍濃檜遭本部   

0投t叫所：株式会社m  
O鯛■：一般企■からがん檎鯵受鯵  

促遭事霊に協力をしてもらう  
企▲衰選定し、その企集に  
応じた事義への協力方法を  
撫稟し、サポート金一として  

●加  
0投網：サポート会1企義が企▲精  

性に応じた独自の貴鯵tI奨  
暮義及び自社における受診  
率向上策を農開  
く地力公共団体との1機）  

アト㈱  

0組■：外ホ青汁書  

○投網：波及効果の多い  

全集の遭慶方  
法、  

企井の檜性に応  
じた協力方法の  
提藁専に対する  

円本覿轟：牡書几  
本 ♯ ■：区政れ長  

労■▲攣■t  
t用均専・児暮ま慮鳥最  
良験■よ   

事瀾轟長：大臣丁房義■t（がん対策担当）   
騨事務爬t：儀■鳥総務課がん対策維道立長   
事 群 馬 ＝儀■爬総瀾Ⅶ脚ん対策推遭重  

0捜∵割  

・がん捜鯵受診事向上に係る施策の全体進行t理   
及び全体れ集事  
・▲中キャンペーン及び記念大会の実九  

係団体等  

n立がんセンターがん対策惰■センター  
0役割 
・かかりつけ匿を遇じたがん検診の受診t一興の方策について  

娩肘  
・地方公共団附こ対する■まt】空の支援  

地方公共団体  

○租汁：事務局の毀覆  
（既存の都道府れがん対策推進協議会な  
を活用も可）  

（財）日本対がん協会（ピンクリボン響）  

0投網：がん（檎鯵）に鋼する正しい知雛の雷及・相磯の実施  
○役割：地域の特性に応じた女性特有のが  
んをはじめとするがん検診の受診促進事  
業をよ開、検診惑口の投t、公開及び精  
度の高いがん検診の実施  

・相鶴支檀センター専を着用した貴鯵勧欒  
がん鯵徽1檎拠点■腕（平成21年4月彿在二375ホ瞬） 0役割：  ・2次邑ホt内の暮及書乗事業の1爛  
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がん検診受診率50％速成に向けた集中キャンペーン（案）  

がん鵬Ml量■暮tltl事■   （触会杜t劇灘）  
本 省（がん検診50％推進本静）  

i患者団体l  

・集中キャンペーン期ⅦlJる各穫イベン   
トヘの協力  
・上書団体による受診勧奨暮■の実姓   

Iい！J芯丁  
・かかりつけ医からの受p「tl葬への協力  

サポート企事への集中キャン   
ペーンに合わせた受診勧奨事集  
の依l蠣  

・企暮遵撫IJる受診勤奏事■を  
WE8サイトで公Il  

・受診勤璽のせ良企＃及び優良団体零、ロゴ・キャッチフレーズ雫ノト中学  
生を対■としたポスター蠣の表ゎ  

・がんに■するt及苧放念による公開シンポジウムの綱催  

・政府広欄による讐及啓発  
・■1暮8】体と協力した全国キャラバン・リレーフォーライフの実施  がん検診サポート企業  

・企●幾自のがん検診費鯵車内   
上に係る広書誌Il  

国立がんセンケーがん対策憎鞭センター  

・がんに鋼する知升をイントキ7ト専l＝よリ1t掩乗せ  

・がんに粛するパンフレットの作成・配布讐  
（財）日本対がんt象金  

・イントわト、イベント■ルーフ十ライフ）響に  

よる啓発活屯、相談支援  ・■内の暮及広地パンフレットの♯威  
・共通のロゴ・キャッチフレーズ事による地域の特性に応じたt良書荒事暮の実1  

・進回柑1を活用した事義及び慮蕃団体と連携した受鯵勘賽■彙の実篤  

・住民に旛する■会を持つ企書事や特定疇■鯵董との連携、事くの人が集まる  

地■・■所・暮毅での受診b≠事暮の実施  専  

・相談支擾センター及び外来窓口  
での隻鯵tl賽事集の実1  

・各種イベントヘの臣拝、コメディカ   
ルスタッフの液1  

特定非営利法人・任暮団体  

・事¶広告，イントわー、イベント専に  

よる警乗活■讐  

・共iのロゴ・キャッチフレーズ執こよる地■の精性に応じた書及書無事井の筆▲  

・■料クーポン♯及び捜鯵手■のt巳ホ（女性特需のがん＃★）  

・住丘に捧するl■会を持つ全霊響や特定tl書暮との遵】鼻、多くの人が集まる  

蝿■・■所・紺での貴鯵tl≠事象の稟■  事  

集中キャンペーン（毎年度10月）に併せて、国・自治体・企業・■係団体等が  
相互に連携・協力して一体となった受診勧憂事業を農欄  

・よ本計爾の進捗状況  

・提案書とりまとめ担当  
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※ がん対策推進協議会の有志メ   
ンバーによるWGが、平成22年   

度概算要求に向けた施策を提   
案・検討  

→WG案を元に、がん対策推進協   
譲会の提案暮として取りまとめ  

くん対兼予  

がん対策苓  
すべきである  

薬施策への取り  

壇涛会長から舛添厚生労働大臣へ手交  

（3月19日 厚生労働大臣室にて）  

◎：会長  

○：会長代理  

0天野 慎介  特定非営利活動法人グループ・ネクサス理事長   
荒生 佳代  山形県酒田市健康福祉部健康課主任   
内田 健夫  社団法人日本医師会常任理事   
江口 研二  帝京大学医学部内科学講座教授  

◎垣添 忠生  財団法人日本対がん協会会長   
川越 庫  医療法人社団バリアンクリニック川越院長   
郷内 淳子  カトレアの春代表   
永池 京子  社団法人日本看護協会常任理事   
中川 恵一  国立大学法人東京大学医学部附属病院放射線科准教授   
中沢 明紀  神奈川県保健福祉部次長   
野田 菅生  財団法人癌研究会癌研究所所長   
唖岡 健一  特定非営利活動法人日本医療政策機構理事   
檜山 英三  国立大学法人広島大学自然科学研究支援センター長  

○よ橋 説雄  国立がんセンター総長   
本田麻由美  講書薪叩社会保障部記者   
前川 育  特定非営利活動法人周甫いのちを考える会代表   
甫  ≠借  国立大学法人神戸大学医学部附属病院腫瘍内科教授   
三好 綾  がんサポートかごしま代表   
門由 守人  国立大学法人大阪大学理事・副学長   
安岡佑帝子  特定非営利活動法人高知がん患者金一手金会長  
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1－j‘諺＝トれ      二鮨湛1≡云妄          惰軽部卵精＝妄葦…畢 ；｝ヾ＝くこ≡  

平成20年康  平成21年廣  平成22年度   平成23年度  平成24   

小′ノこ′好三筈 ・－ヽ  

匪〕  各種統計・網干  申隕報饅  
による8構の建  （稟）作成  

施策進捗状深・   成状況の舵機  
1暮  

○ 都道府県がん対策推進計画に記載されている施策のうち、特に都道  

府県が主体となって取り組むことが必要不可欠な分野とされている3つ  

の取組について、より一層の推進を図るための具体的な対処方針の作  

成を、都道府県に推奨する。  

地域の実情に即した目標項目及び到達目標を定める。  

実施主体別の取組を定める。  
（都道府県、市区町村、医療機関、職域、住民、がん患者・家族 等）  
各都道府県に設置されている、がん対策に関する協議会等の  

意見を聴きながら、アクションプランの作成・進行管理を行う。  
アクションプランの内容、進捗状況に関する評価結果は、毎年10月末まで  

に厚生労働省に報告する。  
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がん医療に関する取組（例）  
【目標】がん医療の均てん化  

【年齢静養死亡率】  
減少割合  
・全がん  0．0％  
・群性別   
■    0．0％   
大丑   0．Cl，も  
肝離   0．0％  
肺    0．0％  
乳房   0．0％  
食遭   0．0％  
胆のう  0．0％  
織   0．0％  
子宮   0．0％   
卵巣   0．0％  
押立膿  0．0％  
病胱   0，0％  
リンパ組片0▼Ot鵜   

【♯和ケア】  
■和ケア研♯を行う  
薄彊医師禦0人  
指針に基づく研傭会の  
燦丁鼠軒数0入   
線和ケア研修を行う  
病院数  0九所   

【在宅医療】  
在宅榔支撞診療所  

○カ所  
がん患者の在宅での  
死亡割合  0％   

【地域壬携】   
がん鯵よ集積拠点鋼l洗   
における絶叫遺構クリテ   
カルパス靂鎗寧 0％  

がんlこよる死亡者の薫少、  
点者のQOL向上を臼指したがん医徽の推遭  

＜都道府欄＞  
・都道府県及び地ヰがん鯵♯連携拠病院の  
診■成績及び鯵■機能（機器憂■、書門医  
の状況を含め）公表  
・個別の医療分野で優れた診療実績を有する  
医ホ撫間の鯵■成欄及び診療棟能（機器整  
傭∴■門医の状況を含め）公表  

放射線及び化学■法の椎遭  
＜林道府県＞  
・がん診療を担う医療檀那における放射線ま法及  
び化学療法に陳する実施状況や体制の把機、  
医療椚‾画への反映  

＜医正堤叫＞  
・がん診療連携拠点病院を中心に、①互いに足り  
ない診療機能の補完等により医療機関の役割  
分担・連彿を強化、②医ホ従事者（医師、診療  
放二村線技師、■護師、薬剤師など）の育成のため  

の研♯及び指導体制をを儀  

がん医療の   
均てん化  

縞漫肺た0人  

指針に暮づく研  〈軒並府県〉  
・がん診■に関わる医■従事者を対女とした攣和ケア研傭を定期的に実施  
く医療機朋〉  
・がん診療連携拠点病院を中心として、二次医療圏ごとに「機軸ケアの地域ネットワーク」を詮1  

在宅医■の充実  
〈都道府県〉  
・在宅医■における鯵ホ所、在宅■暮支攫診■所、訪問書凛ステーション零の遭襖モデル事1立ち上げ  
（医■機関〉  

・二次医療■ごとに「在宅医■のネットワークに関する地域連絡会Jを敦t  
地ヰ連携の充実  
く都道府県〉  
・林道府県がん診療連携協抽象の支嫌や、地域ごとに股tされる診書ネットワークの支援  

（医ホ丑関〉  

・がん鯵■1檎拠点■院を中心に、二次医■既ごとに、（取互いに足りない鯵膚1■能の補完書により医療欄間  
の役割分担・1携を強化するともに、書門的な医♯機蘭による地域の医ホ機関に対する支捜体制の強化、  
②医■徒事毒（医師、鯵■放射■技師、■捜し、薬剤師など）の書成のための研★及び指凛体欄を整備  

がん医■にIlする相談支攫及び情■提供（♯遭府県・医■■綱〉  
・相談支線センターにおける情報捷供体制の充実。  

●丁■■■ ○  

在宅■■支積辞儀  

丘濃♯拠点網醜  
糖媚並糠クサテ  

【相続支攫及び僧報提供l  
がん対千僧報センターに  
よる淋を鞭了した柏餅1  

たばこ対策に関する取組（例）  
【目標】たばこの健康影響についての書及啓発、未成年者の喫煙防止、受動喫煙対儀のための環境整備、禁煙指導の充実  

1．たばこに朋する知暮■の書及  

＜響l遭府れ＞  
・たばこによる健康被書と禁煙に関する  
啓発活勤（たばこによみ腋康廿書、♯  
煙治療とサポート、情報の入手先等〉  
・禁煙教書の積坤化・強化  
・保せ所からの禁煙に関する社会★鳶  
についての情報提供  

＜市町村・保険者＞  

書、  
・たばこによる健康轍書と禁煙lこ関する  
正しい情報と啓発活動の実施  

く医t機朋・書M家鳩書＞  

健簾被書に関する情報提供  
イ全がん協禁煙推並行勤計画」の周知  

＜■域＞  
・たばこによるせ腰椎亨と禁煙に閲する   
正しい情報と啓発活動の実施  
・♯煙指導・治■の什報提供  
・■域検診lこおける、たばこによる健康被  

妊娠中の喫煙がこどもに及ぼす影響の周知  
＜住民＞  
・手庭内でのたばこによる健康椎書と   
薫煙に閲する正しい情報の共有  検診・榛診時．たばこによる  

2．♯煙支撞プログラム  
・禦煙治■のできる医ホ機Ilの広報  
＜覇遭府欄＞  
・自治体】■■への薫煙サポート  
＜市町村・保偽者＞  
・既存の環七関連事業における♯煙指  
導方法の開発・櫓準化とその讐及（林  
道府県との協力）  

く医■也聞・書rl家鳩書＞  
・すべての公立医ホ機関における無  
煙治療、またはなんらかの薫煙サポ  

ートの実施・提供  
・禁煙治女技術の書及溝助  
・鹿兼医講習会プログラムへの♯糧  
サボー・ト禁煙治轟の組入れ  
＜■域＞  
・検診の壌零における薫煙指導  
・■▲への禁煙サポートの実施  

■1への薫煙サポート  

3．環境・制度面の支繍  
くも；l府≠＞  
・♯t店の薫煙・分煙化の指礪  
・公的施設、学校の敷地内禁煙  
イ全面♯煙施設」の広報  
・健康増遺法幕25条の努力■務  

を有する全施敵および市民への  
同条項の周知の徹底  

・がん診療連携拠点病l浣を中心   

とした書及活動の組杜化  
＜l■二域＞  

・■壌の全館禁煙化実施のための   
馨1会の観特化  
・産業医・保儀所への支積算緋  

＜住民＞  

・苦瓜内での受動喫煙の防止  
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がん検診に関する取組（例）  
【目標】がん検診の精度管理、受診率の向上  

科学的根拠に基づいた  
効果的ながん検診の実施  現状   

検診受診率   

▼（男） 0．0サも  
▼（女〉 0．0％  

子宮  00％  
軋   009良  
師（男） 00，も  
肺（女）0．0％  
大嶋（男）0．0％  
大≠（女）0．0％  

検診受診率   

▼（男） 0．0％  
■（女〉 0．0％  

子宮  0、091  
乳   0．0％  
麻（勇〉 0．0％  
肺（女〉 00％  
大腸（男）0．0％  
大繍（女）0．0％  

がん検診の各  
精度指標の把  く都道府県〉  

・市町村及び検診実  
施団体別の精度管  
理指標の定期的な  
公開  
・生活習慣病管理指  
導協議会の公開  
（市民の参加）  

〈市町村〉  
・精度管理指導を盛  
り込んだ仕様書の  
利用  

く新道府県〉  
・がん検診に関する定期的な教  
育・研修の実施  
〈市町村〉  
・推奨された検診の実施・拡大  
・推奨されていない検診の見直し  
（住民〉  

・がんのリスクに関する知抜増加  

く市町村〉  
・匡l保加入者  

における未  
受診者の把  
握と受診勧  
奨体制の整  
備  
・肺、胃、大  
腸、乳、子 宮がん検診  

の過去3年  
以内の未受  
診者を50％  

以下  
〈住民〉  
・根拠のある  
がん検診へ  
の適切な間  
隔での受診  

がん検診の各  
精度指標の把  〈都道府県〉  

・精密検査結果報告  
の義務化の指ヰ■  
通知  〈都道府県〉  

・地域がん登録資料との記録照  
合による検診の精度管理の実  
施、偽陰性率の把握  
〈市町村〉  
・精検結果兼把握例に対する年  
度を越えた追跡  

〈市町村〉  
・受診時のインフォー  
ムド・コンセントの†腋底  
〈医療機関〉  
・糟検実施状況の把握  
・精検指定医療機関  
制度の確立  
・精密検査マニュアル  
の作成西己布  

標準的な雫l検実施  
積検受診率向上  がん検診精度管理体制の確立  
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